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高
槻
藩
永
井
家
の
分
限
帳
に
つ
い
て
（
一
） 

西
本 

幸
嗣 

 

「
分
限
帳
」
（
ぶ
ん
げ
ん
ち
ょ
う
・
ぶ
げ
ん
ち
ょ
う
）
と
は
、
江
戸
時
代
、
大
名
の

家
臣
の
名
前
、
禄
高
、
地
位
（
家
格
）
、
役
職
な
ど
を
記
し
た
帳
面
の
こ
と
で
あ
る
。

分
限
帳
に
よ
っ
て
、
藩
の
職
制
や
家
臣
数
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
藩
政
を
知

る
基
礎
資
料
と
な
る
。 

高
槻
藩
の
職
制
に
つ
い
て
は
、
家
老
以
下
、
各
奉
行
・
代
官
な
ど
、
役
職
名
は
藩
士

家
旧
蔵
文
書
で
散
見
で
き
る
も
の
の
、
職
務
間
の
支
配
関
係
は
明
確
で
は
な
い
（
１
）
。

一
方
、
藩
の
家
臣
数
に
つ
い
て
は
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
の
永
井
家
初
代
・
永
井

直
清
入
部
時
に
御
供
を
し
た
家
臣
は
一
三
六
名
で
あ
っ
た
（
２
）
。
ま
た
、
同
時
期
の
状

況
を
示
す
城
絵
図
（
仏
日
寺
蔵
）
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
槻
市
文
化
財
ス
タ
ッ
フ

の
会
古
文
書
グ
ル
ー
プ
と
協
働
で
家
臣
名
・
禄
高

を
読
み
解
い
た
と
こ
ろ
、
一
二
〇
名
の
家
臣
の
名

が
確
認
で
き
た
（
３
）
。
禄
高
別
の
家
臣
区
分
は
、

下
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
千
石
以
上
を
有
す
る
藩

士
は
、
一
名
で
、
家
老
格
に
あ
た
る
。
家
臣
団
の

七
割
強
を
占
め
る
八
十
七
名
が
、
百
石
か
ら
三
百

石
を
有
す
る
藩
士
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

さ
て
、
こ
こ
で
紹
介
す
る
分
限
帳
は
、
史
料
名

「
御
当
家
古
分
限
帳
」
と
い
い
、
藩
士
家
に
旧
蔵

さ
れ
た
史
料
で
あ
る
（
４
）
。
横
帳
形
式
で
縦
一

七
・
二
㎝×

横
一
二
・
三
㎝
の
小
型
で
手
控
え
の

大
き
さ
に
な
っ
て
い
る
。 

      

 

本
史
料
に
は
、
帳
末
に
「
寛
文
戌
年
改
有
之
候

写
者
也
」
と
あ
っ
て
、
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）

に
改
め
ら
れ
た
分
限
帳
を
書
き
写
し
た
と
思
わ

れ
る
。
翌
年
正
月
九
日
に
初
代
直
清
が
死
去
し
た

の
で
、
代
替
わ
り
の
際
に
、
直
清
の
家
臣
団
を
記

し
た
と
い
う
意
味
を
込
め
て
「
古
分
限
帳
」
と
記

し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
諸
藩
に
よ
っ
て
は
、

五
年
ご
と
な
ど
定
期
的
に
分
限
帳
が
新
調
さ
れ

る
場
合
も
あ
る
と
い
う
。 

 

本
帳
の
構
成
は
、
禄
高
を
も
つ
藩
士
を
冒
頭
に
、

無
高
で
扶
持
米
支
給
の
藩
士
・
足
軽
や
お
抱
え
の

医
師
・
職
人
・
町
人
な
ど
を
列
記
し
て
い
る
。
帳

末
に
は
、
藩
領
内
の
組
村
や
人
数
書
き
な
ど
、
藩

士
と
し
て
の
必
携
す
べ
き
備
忘
録
と
な
っ
て
い

る
。 今

回
は
、
分
限
帳
の
前
半
部
分
を
紹
介
す
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
藩
士
名
を
、
前
述

し
た
城
絵
図
と
比
較
す
る
と
、
人
物
名
は
ほ
ぼ
一
致
し
た
。
禄
高
を
有
す
る
藩
士
一
五

四
名
を
記
す
。
多
少
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
、
初
代
直
清
の
時
代
の
家
臣
団
と
い
え
る
。 

本
帳
に
は
、
禄
高
と
藩
士
名
に
加
え
、
役
職
を
記
し
て
い
る
。
職
制
に
つ
い
て
は
、

一
般
的
に
、
軍
事
を
担
う
番
方
と
、
行
政
を
司
る
役
方
に
大
別
さ
れ
る
（
５
）
。
物
頭
・

使
番
な
ど
は
軍
事
の
と
き
に
活
躍
す
る
番
方
で
あ
る
。
一
方
、
普
請
奉
行
・
郡
奉
行
・

代
官
な
ど
は
、
役
方
に
あ
た
る
。
諸
藩
に
お
い
て
は
番
方
の
ほ
う
が
役
方
よ
り
地
位
は

高
い
こ
と
が
多
い
（
６
）
。
高
槻
藩
に
お
い
て
も
、
者
頭
（
物
頭
）
で
大
手
番
な
ど
は
、

禄
高
四
百
石
・
五
百
石
と
高
く
、
代
官
な
ど
は
五
○
石
と
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

禄
高
の
多
い
藩
士
の
一
覧
を
表
に
ま
と
め
た
。
一
番
大
き
い
禄
高
は
、
千
六
百
石
の

禄 高 人 数 

1000石以上 １ 

500石～1000石 ５ 

300石～500石 ４ 

100石～300石 ８７ 

50石～100石 ２１ 

10石～50石 ０ 

50人扶持 ２ 

し
ろ
あ
と
だ
よ
り 
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三
嶋
勘
右
衛
門
で
あ
る
。
こ
の
人
物
は
、

直
清
の
高
槻
入
部
の
際
、
神
足
館
（
長

岡
京
市
）
か
ら
筆
頭
に
供
奉
し
た
者
で
、

直
清
の
右
腕
的
存
在
と
い
え
る
。
家
臣

団
の
な
か
で
、
他
に
類
を
み
な
い
大
禄

高
を
有
す
る
藩
士
で
あ
る
。 

 

三
嶋
氏
と
同
じ
く
家
老
格
で
あ
っ
た

の
が
、
田
中
頼
母
で
あ
る
。
ま
た
、
片

岡
氏
・
内
藤
氏
・
長
田
氏
・
服
部
氏
は
、

分
限
帳
で
者
頭
・
大
手
番
の
役
で
あ
り
、

城
絵
図
に
は
、「
足
軽
大
将
」
と
記
さ
れ

た
番
方
の
上
級
家
臣
と
い
え
る
。
そ
し

て
、
彼
ら
の
子
息
の
名
前
も
本
稿
の
紙

面
最
後
に
列
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
御
目
見
給
人
」
と
い
い
、
藩
主
に
御
目
見
で

き
る
家
の
子
息
で
、
禄
高
も
多
く
、
家
臣
の
な
か
で
格
式
が
高
い
家
柄
を
表
し
て
い
る
。 

 

他
に
、
江
戸
や
京
の
留
守
居
役
か
ら
、
祐
筆
や
医
師
、
鷹
師
な
ど
の
藩
御
用
の
者
ま

で
、
高
槻
藩
に
関
わ
る
様
々
な
役
職
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
史
料
の
後
半
は
、
次
号

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
藩
研
究
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
す
る
。

ま
た
、
今
後
、
引
き
続
き
、
時
代
を
追
っ
て
他
の
分
限
帳
も
紹
介
し
た
い
。 

  

 

御
当
家
古
分
限
帳 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
北
所
持 

  

五
百
石 
 

 
 

 

者
頭 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
手
番 

 
 

 
 

 

内
藤
勘
右
衛
門 

五
百
石 

 
 

 
 

 

同 
 

 
 

 
 

 

片
岡
安
右
衛
門 

四
百
石 

 
 

 
 

 

同 
 

 
 

 
 

 

長
田
三
郎
兵
衛 

四
百
石 

 
 

 
 

 

同 
 

 
 

 
 

 

服
部
惣
兵
衛 

弐
百
五
拾
石 

 
 

御
広
間
番 

 
 
 

 

龍
川
茂
右
衛
門 

弐
百
三
拾
石 

 
 

御
側
勤 

 
 

 
 

 

新
家
吉
左
衛
門 

弐
百
石 

 
 

 
 

御
籏
無
番 

 
 

 
 

桐
山
五
郎
左
衛
門 

弐
百
石 
 
 

 
 

者
頭
土
蔵 

 
 

 
 

三
嶋
仁
左
衛
門 

弐
百
石 

 
 

 
 

同 

大
手
番 

 
 

 

山
田
金
兵
衛 

弐
百
石 

 
 
 

 

同
断 

 
 

 
 

 
 

今
枝
瀬
兵
衛 

弐
百
石 

 
 

 
 

同
取
次 

 
 

 
 

 

安
達
文
右
衛
門 

弐
百
石 

 
 
 

 

同
大
手
番 

 
 

 
 

大
嶋
五
郎
兵
衛 

弐
百
石 

 
 
 

 

同
断 

 
 

 
 

 
 

今
中
孫
之
丞 

弐
百
石 

 
 
 

 

同
断 

 
 

 
 

 
 

長
束
又
右
衛
門 

弐
百
石 

 
 

 
 

御
継 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

御
廣
間 

 
 

 
 

 

豊
嶋
小
右
衛
門 

弐
百
石 

 
 

 
 

目
附 

 
 

 
 

 
 

酒
井
八
郎
左
衛
門 

弐
百
石 

 
 

 
 

町
奉
行 

 
 

 
 

 

小
瀧
源
兵
衛 

弐
百
石 

 
 

 
 

御
取
次 

 
 

 
 

 

堀 

源
一
右
衛
門 

弐
百
石 

 
 

 
 

御
納
戸 

 
 

 
 

 

福
田 

門
弥 

千
六
百
石 

 
 
 

御
茶
之
間
詰 

 
 

 

三
嶋
勘
左
衛
門 

千
石 

 
 
 

 
 

御
次
詰 

 
 

 
 

 

田
中 

頼
母 

弐
百
石 

 
 

 
 

御
茶
之
間
詰 

 
 

 

長
田
源
右
衛
門 

弐
百
石 

 
 

 
 

御
次
詰 

 
 

 
 

 

石
田
主
税 

五
百
石 

 
 

 
 

御
茶
之
間
詰 

 
 

 

千
馬
求
之
助 

五
百
石 

 
 
 

 

同 
 

 
 

 
 

 
 

萩
原
次
左
衛
門 

三
百
石 

 
 

 
 

御
小
性 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

御
次
詰 

 
 

 
 

 

小
森
安
之
丞 

百
石 

 
 
 
 

 

同 
 

 
 

 
 

 
 

同 

吉
十
郎 

弐
百
石 

 
 

 
 

御
次
詰 

 
 

 
 

 

片
岡
勘
五
郎 

弐
百
五
拾
石 

 
 

御
小
性
頭 

 
 

 
 

檜
垣
左
伝
次 

三
百
石 

 
 

 
 

小
性 

 
 

 
 

 
 

田
中
一
学 

三
百
石 

 
 

 
 

同 
 

 
 

 
 
 

 

吉
澤
八
弥 

弐
百
石 

 
 

 
 

同 
 

 
 

 
 

 
 

杉
田
萬
助 

百
五
拾
石 

 
 
 

同 
 

 
 

 
 

 
 

神
保
小
源
太 

百
五
拾
石 

 
 
 

同 
 

 
 

 
 

 
 

堀
内
三
弥 

百
五
拾
石 

 
 
 

同 
 

 
 

 
 

 
 

山
中
金
弥 

禄 高 藩士名 

1600 石 三嶋勘左衛門 

1000 石 田中頼母 

500 石 千馬求之助 

500 石 萩原次左衛門 

500 石 片岡安右衛門 

500 石 内藤勘右衛門 

400 石 長田三郎兵衛 

400 石 服部惣兵衛 

300 石 吉澤八弥 

300 石 小森安之丞 

高槻藩禄高の多い藩士（本分限帳より） 
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百
石 

 
 

 
 

 

同 
 

 
 

 
 
 

 

桑
嶋
猪
之
助 

百
石 

 
 

 
 

 

同 
 

 
 

 
 
 

 

和
田
山
三
郎 

百
石 

 
 

 
 

 

同 
 

 
 

 
 
 

 

徳
山
市
之
丞 

百
石 

 
 

 
 

 

同 
 

 
 

 
 
 

 

小
嶋
杢
之
助 

百
石 

 
 

 
 

 

同 
 

 
 

 
 
 

 

大
原
主
殿 

百
石 

 
 

 
 

 

同 
 

 
 

 
 

 
 

相
渕
島
三
郎 

弐
百
石 

 
 

 
 

御
例 

 
 

 
 

 
 

安
信
清
左
衛
門 

弐
百
石 

 
 

 
 

御
納
戸 

 
 

 
 

 

高
田
久
右
衛
門 

弐
百
石 

 
 

 
 

御
例 

 
 

 
 

 
 

平
塚
儀
太
夫 

弐
百
石 

 
 

 
 

廊
下
詰 

 
 

 
 

 

小
泉
孫
平
次 

弐
百
石 

 
 

 
 

御
広
間 

 
 

 
 

 

中
垣
善
右
衛
門 

弐
百
石 

 
 

 
 

同 
 

 
 

 
 

 
 

飯
尾
市
兵
衛 

弐
百
石 

 
 

 
 

御
馬
乗 

 
 

 
 

 

松
野
平
内 

弐
百
石 

 
 

 
 

江
戸
留
守
居 

 
 

 
和
久
勘
兵
衛 

弐
百
石 

 
 

 
 

医
師 

 
 

 
 

 
 

向
井
林
閑 

弐
百
石 

 
 

 
 

郡
奉
行 

 
 
 

 
 

 

高
津
伊
織 

百
八
拾
石 

 
 

 

御
継 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
広
間 

 
 

 
 

 

箕
浦
与
右
衛
門 

百
五
拾
石 

 
 

 

御
取
次 

 
 

 
 

 

和
田
弾
右
衛
門 

百
五
拾
石 

 
 

 

御
目
附 

 
 

 
 

 

新
城
喜
太
夫 

百
五
拾
石 

 
 

 

御
納
戸 

 
 
 

 
 

 

桜
井
清
十
郎 

百
五
拾
石 

 

同 
 

 
 

        

中
村
勘
右
衛
門 

百
五
拾
石 

 
 

 

御
広
間 

 
 

 
    

小
林 

半
平 

百
五
拾
石 

 
 

 

御
土
蔵 

 
 

 
 

 

磯
貝
甚
左
衛
門 

百
五
拾
石 

 
 

 

御
広
間 

 
 

 
 

 

安
井
佐
右
衛
門 

百
五
拾
石 
 

 
 

同 
 

 
 

 
 

 
 

飯
尾
助
左
衛
門 

百
五
拾
石 

 
 

 

御
馬
乗 

 
 

 
 

 

鷲
見
猪
左
衛
門 

百
五
拾
石 

 
 

 

御
土
蔵 

 
 

 
 

 

柴
田
三
之
丞 

百
五
拾
石 

 
 

 

郡
奉
行 

 
 

 
 

 

坪
井
新
右
衛
門 

百
五
拾
石 

 
 

 

御
広
間 

 
 

 
 

 

恒
岡
次
郎
左
衛
門 

百
五
拾
石 

 
 

 

同 
 

 
 

 
 

 
 

三
好
九
郎
兵
衛 

百
五
拾
石 

 
 

 

御
祐
筆 

 
 

 
 

 

駒
津
六
兵
衛 

百
五
拾
石 

 
 
 

廊
下
詰  

 
   

   
  

小
泉 

孫
七 

百
五
拾
石 

 
 
 

御
取
次  

 
   

   
  

相
渕
助
之
進 

百
石 

 
 
 

 
 

医
師 

   
 
   

   
  

寺
井
玄
治 

百
石 
 
 
 

  
 

同   
 
   

 
   

    

多
田
玄
治 

百
石 

 
 
 

  
 

同   
 
   

 
   

    

井
上
玄
澄 

百
石 

 
 

同 
 

 

今
井
正
運 

百
石 

      
 

 

同
外 

 
 

笹
部
宗
庵 

百
石 

 
 

御
納
戸  

 
 

 
 

澤
路
武
兵
衛 

百
石 

 
 
 
 

 

依
願 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

御
暇
被
下 

 
 

 
 

渡
辺
助
之
丞 

百
石 

 
 
 
 

 

御
納
戸 

 
 

 
 
 

小
泉
兵
左
衛
門 

百
石 

 
 
 
 

 

御
土
蔵 

 
 

 
 
 

稲
垣
三
右
衛
門 

百
石 

 
 

御
金
払 

 
   

   
 
 

森
津
弥
五
兵
衛 

百
石 

 
 
 
 

 

御
祐
筆 

 
 

 
 
 

西
村
与
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 

御
前
詰 

百
石 

 
 
 
 

 

同   
 
   

 
   

    

加
治
平
兵
衛 

百
石 

 
 

同 
 

  

門
田
吉
兵
衛 

百
石 

 
 
 
 

 

同   
 
   

 
   

 
 

 

集 

善
兵
衛 

百
石 

 
 
 
 

 

御
歩
行
頭 

五
人
持
扶 

 
 

 
 

山
崎 

伊
兵
衛 

 

百
石 

 
 
 
 

 

同   
 
   

 
   

    

中
野
七
郎
右
衛
門 

 

百
石 

 
 
 
 

 

普
請
奉
行 

 
 

 
 

曽
我
八
右
衛
門 

 

百
石 

 
 
 
 

 

同 
 
 

 
 
 

 
 

大
橋
五
左
衛
門 

 

百
石 

 
 
 
 

 

堤
奉
行 

 
 

 
 

 

小
垣
源
内 

 

百
石 

 
 
 
 

 

御
馬
乗 

 
 

 
 

 

高
部
屋
庄
兵
衛 

 

百
石 

 
 

馬
医 

 
 

 
 

 

服
部
次
兵
衛 

 
百
石 

 
 
 
 

 

御
乗
形
と
も 

 
 

 

和
田
七
兵
衛 

 

百
石 

 
 

同 
 
   

 
   

   
   

木
村
忠
兵
衛 

 

百
石 

 
 
 
 

 

御
蔵
目
附   

   
   

望
月
次
郎
左
衛
門 

 

百
石 

 
 
 
 

 

同   
 
   

 
   

    

疋
田
仁
兵
衛 

 

百
石 

 
 

御
広
間   

 
   

    

千
馬
権
之
丞 

 

百
石 

 
 
 
 

 
廊
下
詰  

 
   

   
  

三
嶋
半
右
衛
門 
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百
石 

 
 

御
広
間 

 
 

武
山
半
兵
衛 

 

百
石 

 
 

同 
 

  

竹
崎
甚
兵
衛 

 
百
石 

 
 

同 
 

  

林 

半
之
丞 

 
百
石 

 
 

同 

御
機
嫌
ヲ
背 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
暇        

村
瀬
九
郎
右
衛
門 

 

百
石 

 
 

 
 

 

御
広
間           

城
戸
兵
右
衛
門 

 

百
石 

 
 

同 
 

 
 

  

坂
部
半
助 

 

百
石 

 
 

同 
 

  

田
坂
角
兵
衛 

 

百
石 

 
 

同 
 

  

小
倉
藤
左
衛
門 

 

百
石 

 
 

同 
 

  

芥
川
文
右
衛
門 

  

百
石
五
人
扶
持 

 

針 
 

 
 

 
 

 
 

鈴
本
又
左
衛
門 

 

百
石 

 
 

御
広
間 

 
  

草
名
八
左
衛
門 

 

百
石 

 
 

同 
 

  

堀
十
郎
右
衛
門 

 

百
石 

 
 

同 
 

  
中
野
助
太
夫 

 

百
石 

 
 

同 
 

  
猪
股
宇
右
衛
門 

 

百
石 

 
 

同 
 

  

峰
谷
五
右
衛
門 

 

百
石 

 
 

同 
 

  

海
北
太
郎
右
衛
門 

 

百
石 

 
 

同 
 

  

武
藤
八
郎
右
衛
門 

 

百
石 

 
 

同 
 

  

佐
野
市
郎
右
衛
門 

 

百
石 

 
 

同 
 

  

山
下
半
次
兵
衛 

 

百
石 

 
 

同 
 

  

早
川
平
左
衛
門 

 

百
石 

 
 

同 
 

  

能
勢
三
太
夫 

 

百
石 

 
 

同 
 

  

江
見
市
右
衛
門 

 

百
石 

 
 

同 
 

  

小
川
市
郎
兵
衛 

 

百
石 

 
 

同 
 

  

吉
田
市
左
衛
門 

 

百
石 

 
 

同 
 

  

悪
津
四
郎
右
衛
門 

 

百
石 

 
 

廊
下
詰 

 
  

渡
辺
清
兵
衛 

 

百
石 
 

 

同 
 

  

名
村
太
郎
左
衛
門 

 

百
石 

 
 

御
広
間 

 
  

越
生
理
右
衛
門 

 

百
石 

 
 

同 
 

  

上
野
茂
兵
衛 

 

百
石 

 
 

同 
 

  

井
口
与
左
衛
門 

 

百
石 

 
 

御
土
蔵 

 
  

奥
山
茂
左
衛
門 

 

六
拾
石  
 

御
台
所
詰 

 

辰
見
杢
右
衛
門 

 

六
拾
石  

 

同 
 

 

礒
貝
権
左
衛
門 

 

六
拾
石  

 

御
鷹
師
頭 

 

松
本
儀
左
衛
門 

 

五
拾
石  

 

同 
 

 

村
岡
市
太
夫 

 

五
拾
石  

 

弓
御
用  

 

徳
久
弥
五
右
衛
門 

 

五
拾
石  

 

堤
奉
行  

 

鳥
羽
理
兵
衛 

五
拾
石  

 

廊
下
詰  

 

高
木
彦
兵
衛 

五
拾
石  

 

御
鷹
師  

 

松
本
九
太
夫 

五
拾
石  

 

廊
下
詰  

 

梅
原
惣
右
衛
門 

五
拾
石  

 

御
鷹
師  

 

中
野
甚
太
夫 

五
拾
石  

 

御
供
廻
り 

 

粟
田
杢
右
衛
門 

五
拾
石  

 

御
鷹
師  

 

小
泉
又
七 

五
拾
石  

 

御
代
官  

 

元
田
九
左
衛
門 

五
拾
石  

 

同 
 

 

志
水
六
右
衛
門 

五
拾
石  

 

同 
 

 

久
世
太
兵
衛 

五
拾
石  

 

同 
 

 

粕
谷
徳
兵
衛 

五
拾
石  

 

同 
 

 

池
田
四
郎
左
衛
門 

五
拾
石  

 

同 
 

 

津
田
新
右
衛
門 

五
拾
石  

 

同 
 

 

福
岡
六
兵
衛 

五
拾
石  

 

同 
 

 

塚
田
市
右
衛
門 

五
拾
石  

 

同 
 

 

岡
本
久
左
衛
門 

五
拾
石  

 

同 
 

 

佐
藤
久
兵
衛 

五
拾
石  

 

同 
 

 

木
村
藤
兵
衛 

五
拾
石  

 

同 
 

 

梅
岡
弥
左
兵
衛 

五
拾
石  

 

同 
 

 

田
渕
藤
右
衛
門 

五
拾
石  

 

同 
 

 

竹
嶋
次
太
夫 

五
拾
石  

 

同 
 

 

井
上
加
左
衛
門 

五
拾
石  

 

同 
 

 

中 

市
左
衛
門 

 

人
数
合
百
五
拾
四
人 

 

高
合
二
万
三
千
四
百
四
拾
石 

 
 

此
米
九
千
三
百
五
拾
六
石 
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但
、
百
石
ニ
付
、
米
四
拾
石
ツ
ヽ 

 
 

外
ニ 

 
 

 

小
塚
万
作
ト
云
児 

百
石 

小
姓
を
養
子
ニ
被 

 
 

 
仰
付
、
終
ニ
不
快
ニ
依
て 

 
 
  

伊
藤
四
郎
兵
衛 

 
 

 
万
作
ヲ
紛
置
退
ク 

 
 

 

戊
春
死
去 

 

百
石 

跡
式
不
被
下 

 
 

 
 

 
 
 

 

藤
井
作
右
衛
門 

 
 

 
 

倅
又
四
郎
退
出
ス 

  

五
拾
人
扶
持 

 
        

 

佐
野
十
郎
兵
衛 

 

同
断 

 
 

 
 

土
屋
八
郎
兵
衛 

 

拾
人
扶
持 

 
 

 

浅
山
三
郎
兵
衛 

 

五
人
扶
持 

 
 

 
内
藤
素
斎
後
家 

 

弐
人
扶
持 

 
 

 
田
村
亀
之
助 

 

三
人
扶
持 

 

御
鷹
師 

 
 

 
 

 
 

 
   

 

戊
春
御
暇 

 

広
場
惣
兵
衛 

 

弐
人
扶
持 

 

同 
 
 

 

岩
田
七
左
衛
門 

 

弐
人
扶
持 

 

町
医 

 
 

和
田
清
兵
衛 

 

弐
人
扶
持 

 

同
針
医  

 

高
崎
秀
学 

 

四
拾
石  

 

戊
春
死
去 

 

小
川
一
斎 

 

同
弐
拾
石 

 

在
京 
 

 

喜
多
寿
硯 

 

同
拾
石 

 
 

 
  

稲
荷 

 
 

 

源
尾
休
意 

 

同
拾
石  

 

水
口 

 
 

堤 

又
兵
衛 

 

同
五
石  
 

甲
賀 

 
 

大
原
八
左
衛
門 

 

同
五
石  

 

同 
 

 

東
太
郎
左
衛
門 

  

人
数
合
拾
五
人 

 
 

御
合
力
米
〆
九
拾
石 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

但
百
廿
六
人
扶
持 

 

米
弐
百
弐
拾
六
石
八
斗 

 
 

但
、
壱
人
ニ
壱
石
八
斗
宛
之
積
り 

 

御
目
見
給
人
子
共 

三
嶋
甚
之
丞 

 
 

千
馬
百
助 

萩
原
三
五
郎 

 
 

長
田
弥
五
助 

服
部
孫
平
次 

 
 

片
岡
源
三
郎 

片
岡
平
六 

 
 

羽
山
孫
兵
衛 

三
嶋
平
左
衛
門 

 
 

今
枝
市
郎
右
衛
門 

山
田
弥
一
郎 

 
 

今
中
孫
九
郎 

安
達
源
太
夫 

 
 

坪
井
新
八 

高
津
又
右
衛
門 

 
 

礒
貝
又
六 

福
田
千
松 

 
 

佐
野
三
十
郎 

竹
嶋
清
三
郎 

 
 

恒
岡
孫
左
衛
門 

鷲
見
十
之
丞 

 
 

三
好
又
助 

能
勢
権
之
助 

 
 

山
下
佐
五
右
衛
門 

海
北
源
之
丞 

 
 

笹
部
春
庵 

多
田
道
伯 

 
 
 
 
 
 

〆
弐
拾
七
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
以
降
、
次
号
に
続
く 

 【
註
】 

（
１
）
『
高
槻
市
史
』
第
二
巻
本
編
Ⅱ
（
昭
和
五
十
九
年
、
高
槻
市
）
。
天
坊
幸
彦
氏
の
図
示
し
た
「
高
槻

藩
の
職
制
」
（
『
高
槻
通
史
』
）
を
引
用
す
る
が
、
出
典
な
ど
不
詳
で
、
い
つ
ご
ろ
の
職
制
か
、
国

元
と
江
戸
詰
と
の
区
別
が
な
い
な
ど
の
指
摘
が
あ
る
。 

（
２
）
「
永
井
直
清
高
槻
入
部
御
供
の
次
第
写
」
（
長
谷
川
家
文
書
、
『
高
槻
市
史
』
第
四
巻
（
二
）
）
。

慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
八
月
二
十
五
日
、
永
井
直
清
の
初
入
城
の
様
子
を
伝
え
る
史
料
で
あ
る
。 

（
３
）
し
ろ
あ
と
歴
史
館
で
開
催
し
た
第
十
四
回
企
画
展
「
た
か
つ
き
歴
史
探
訪
～
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お

す
す
め
文
化
財
展
」
（
平
成
二
十
一
年
七
月
・
八
月
）
に
お
い
て
、
「
高
槻
城
絵
図
」
「
町
間
入
高

槻
絵
図
」
（
と
も
に
仏
日
寺
蔵
）
を
翻
刻
す
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
を
集
計
し
、
図
表
化
し
た
。 

（
４
）
大
北
家
旧
蔵
文
書
。
藩
の
徒
士
目
付
を
勤
め
た
高
槻
藩
士
家
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
分
限
帳
に
は
名

前
が
確
認
で
き
な
い
。 

（
５
）
岩
城
卓
二
「
「
武
士
の
家
」
（
『
図
説 

尼
崎
の
歴
史
』
上
巻
（
平
成
十
九
年
、
尼
崎
市
）
所
収
）
。 

（
６
）
前
掲
（
５
）
。
尼
崎
藩
の
事
例
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 
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金
龍
寺
の
成
立
と
安
満
山
周
辺
の
地
域
社
会 

中
西 

裕
樹 

 
一 
は
じ
め
に 

金
龍
寺
は
、
本
市
東
部
に
位
置
す
る
安
満
山
の
西
斜
面(

標
高
二
一
〇
メ
ー
ト
ル)

に

所
在
し
た
山
岳
寺
院
で
あ
る
。
邂
逅
山
紫
雲
院
を
号
し
て
天
台
宗
に
属
し
、
普
賢
菩
薩

を
本
尊
と
し
た
。
大
字
成
合
に
属
し
、
中
心
部
の
小
字
を
「
内
供
谷
」
と
い
う
。
こ
の

字
名
は
、
康
保
元
年(
九
六
四)

に
金
龍
寺
を
建
立
し
た
僧
千
観
に
ち
な
む
。 

伝
承
で
は
古
代
の
安
満
寺
を
前
身
と
し
、
近
世
は
百
人
一
首
で
名
高
い
能
因
法
師
ゆ 

                      

か
り
の
地
と
し
て
、
ま
た
桜
や
松
茸
狩
り
の
名
所
と
し
て
親
し
ま
れ
た
。
往
時
は
豊
臣

家
に
よ
る
復
興
を
伝
え
る
開
山
堂
や
方
丈
、
経
堂
等
が
建
ち
並
ん
だ
も
の
の
、
明
治
に

は
無
住
と
な
り
、
昭
和
五
十
八
年
の
火
災
で
建
築
物
や
什
宝
を
焼
失
し
た
。
現
在
は
境

内
の
平
坦
面
や
石
垣
等
が
残
る
の
み
で
あ
る
。 

金
龍
寺
と
千
観
に
つ
い
て
は
天
坊
幸
彦
氏
、
河
音
能
平
氏
、
滝
沢
幸
恵
氏
ら
が
考
察

を
加
え
て
い
る(

１)

。
特
に
千
観
に
関
し
て
は
、
平
安
時
代
中
期
の
聖
と
し
て
、
注
目

が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
中
世
以
前
の
寺
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
明
な
部
分
が
多

く
、
遺
構
や
成
立
背
景
に
関
し
て
は
考
察
の
余
地
も
あ
る
よ
う
に
思
う
。 

近
年
、
第
二
名
神
高
速
道
路
の
建
設
に
関
連
し
、
安
満
山
山
麓
で
は
発
掘
調
査
が
実

施
さ
れ
、
古
代
～
中
世
に
至
る
興
味
深
い
資
料
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
、
西
麓
の
成
合
村 

 
 

 

は
安
満
山
に
ま
つ
わ
る
民
俗
行
事
を
伝
え
、
南
麓
の
安
満
村
に

は
神
体
を
安
満
山
と
す
る
磐
手
杜
神
社
が
所
在
す
る
。
こ
れ
ら

の
評
価
は
、
金
龍
寺
を
含
む
安
満
山
周
辺
地
域
と
し
て
総
合
的

に
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
遡
れ
ば
、
安
満
山
南

麓
に
は
弥
生
時
代
の
大
規
模
な
環
濠
集
落
が
営
ま
れ
、
安
満
山

に
は
三
世
紀
に
安
満
宮
山
古
墳
、
六
～
七
世
紀
に
は
群
集
墳
が

築
造
さ
れ
て
き
た
背
景
を
持
つ
。 

そ
こ
で
、
小
文
で
は
先
行
研
究
や
近
年
の
調
査
結
果
に
拠
り

な
が
ら
、
金
龍
寺
を
概
観
す
る
。
そ
し
て
成
立
期
の
金
龍
寺
を

念
頭
に
置
き
、
安
満
山
周
辺
の
地
域
社
会
と
の
関
係
に
ア
プ
ロ

ー
チ
し
て
み
た
い
。
な
お
、
以
下
で
は
、
図
１
を
適
宜
参
照
さ

れ
た
い
。 

 
 

二 

金
龍
寺
の
概
要 

(

一)

安
満
寺
と
金
龍
寺 

延
暦
九
年(

七
九
〇)

、
桓
武
朝
に
仕
え
た
阿
部(

安
倍)

兄
雄

は
、「
安
満
寺
」
を
創
建
し
た
と
伝
わ
る
。
兄
雄
の
家
系
は
、
六

四
五
年
の
大
化
の
改
新
で
左
大
臣
に
就
任
し
た
阿
部
倉
梯(

内)

麻
呂
に
連
な
り
、
平
安
中
期
の
陰
陽
師
安
倍
清
明
は
子
孫
と
さ

れ
る
。
元
禄
十
三
年(

一
七
〇
〇)

の
奥
書
を
持
つ
「
金
竜
寺
縁

起
」(

２)

に
よ
れ
ば
、
安
満
寺
は
坊
舎
十
九
宇
を
持
つ
巨
刹
で
あ

っ
た
。 

岩
神 

金
龍
寺
中
心
部 

仙観 

調査地点

磐手杜神社 

安満山 

墓
地 

成合春日神社 

山陽道(西国街道) 

東檜尾川 

金龍寺川 

檜尾川 

０ １㎞ 

図１ 金龍寺と安満山周辺地域 (高槻市史第3巻付図「高槻市大字・小字図」に加筆) 
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十
世
紀
頃
に
安
満
寺
は
荒
廃
し
た
が
、
康
保
元
年(

九
六
四)

に
千
観
が
中
興
し
、
邂

逅
池
か
ら
金
龍
が
現
れ
る
奇
瑞
を
受
け
て
金
龍
寺
へ
と
名
を
改
め
た
と
い
う
。
金
龍
寺

の
史
料
上
の
初
出
が
同
四
年
の
『
日
本
紀
略
』(

３)

で
あ
る
た
め
、
千
観
に
よ
る
金
龍

寺
建
立
時
期
は
概
ね
首
肯
さ
れ
て
い
る
。 

千
観
は
皇
族
氏
族
の
橘
氏
の
出
身
で
、
延
喜
十
八
年(

九
一
八)

生
ま
れ
で
あ
っ
た
。

祖
父
は
藤
原
純
友
の
乱
で
功
績
を
あ
げ
た
橘
公
頼
、
曽
祖
父
は
藤
原
基
経
と
宇
多
天
皇

と
の
政
治
抗
争
「
阿
衡
事
件
」
で
処
罰
を
受
け
た
橘
広
相
で
あ
る
。
園
城
寺
で
天
台
密

教
を
修
行
し
、
天
慶
九
年(

九
四
六)

に
即
位
し
た
村
上
天
皇
の
代
に
は
内
供
奉
十
禅
師

と
な
っ
て
宮
中
で
の
仏
事
に
携
わ
る
な
ど
、
天
台
宗
の
学
僧
と
し
て
栄
達
し
た
。 

し
か
し
四
十
代
の
頃
、
千
観
は
摂
津
国
の
箕
面
山
観
音
院
へ
と
隠
棲
し
、
浄
土
信
仰

を
深
め
て
い
く
。
鴨
長
明
に
よ
る
『
発
心
集
』(

一
二
一
四
‐
一
五
年
成
立)

で
は
、
そ

の
背
景
と
し
て
「
市
の
聖
」
空
也
と
の
出
会
い
が
語
ら
れ
、
以
降
の
千
観
は
『
十
願
発

心
記
』
な
ど
を
執
筆
す
る
と
と
も
に
、「
阿
弥
陀
和
讃
」
を
介
し
て
民
衆
へ
の
布
教
に 

力
を
注
い
だ
。
そ
し
て
、
西
方
へ
の
眺
望
が
優
れ
た
地
を
求
め
て
金
龍
寺
に
移
り
、
沈

む
夕
日
に
阿
弥
陀
如
来
を
観
る
「
日
想
観
」
を
行
っ
た
と
い
う
。 

                 

平
安
時
代
の
金
龍
寺
に
つ
い
て
は
、
河
音
能
平
氏
が
保
安
元
年(

一
一
二
〇)

「
摂
津

国
正
税
帳
案
」
等
の
記
載
か
ら
摂
津
国
衙
か
ら
毎
年
千
束
の
稲
が
支
給
さ
れ
る
地
方
官 

的
存
在
で
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る(

４)

。
た
だ
し
、
以
降
の
詳
し
い
事
象
は
不
明
で
、

中
世
に
安
満
庄
内
に
八
反
半
余
り
の
免
田
を
有
し(

５)

、
戦
国
時
代
に
大
坂
本
願
寺
か

ら
証
如
が
花
見
に
訪
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
程
度
で
あ
る(

６)

。 

(

二)

境
内
と
遺
構 

さ
て
、
金
龍
寺
の
境
内
に
つ
い
て
は
、
寛
政
十
年(

一
七
九
八)

刊
の
『
摂
津
名
所
図

会
』(

以
下
『
図
会
』)

の
挿
絵
で
紹
介
さ
れ
て
い
る(

図
２)

。
概
ね
、
こ
れ
が
現
状
で

遺
構
が
確
認
さ
れ
る
範
囲
で
あ
り
、『
図
会
』
が
描
く
区
画
や
礎
石
で
建
築
物
の
跡
を

追
う
こ
と
が
で
き
る(

図
３
及
び
写
真
１
～
４
。
以
下
「
中
心
部
」)

。 

金
龍
寺
川
が
流
れ
る
谷
あ
い
に
惣
門
が
設
け
ら
れ
、
今
も
丁
石
が
残
る
参
道
を
上
っ

た
地
点
に
方
丈
や
開
山
堂
等
の
堂
舎
が
並
ん
で
い
た
。
こ
こ
は
山
腹
を
拓
い
た
平
坦
地

で
あ
り
、
最
奥
に
「
当
山
開
祖
千
観
尊
者
塔
」
が
立
つ
山
を
背
負
っ
て
本
堂
が
建
て
ら

れ
た
。
こ
の
よ
う
な
建
物
や
平
坦
地
の
あ
り
方
は
典
型
的
な
山
岳
寺
院
の
構
造
で
あ
る
。

な
お
、『
図
会
』
で
は
、
金
龍
が
昇
っ
た
と
い
う
「
弁
天
池
」
を
描
き
、
こ
の
東
の
「
池 

                 

上：図２ 摂津名所図会の金龍寺 下：図３ 中心部概念図 

上：写真１ 参道と石垣 下：写真２ 千観尊者塔 

←墓地 

弁天池→

右 

←本堂跡

墓地 

←千観尊者塔 

200 

150 

0 100ｍ 
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之
坊
」
の
地
に
千
観
は
庵
を
結
ん
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
谷
間
に
も
大
き
な
蓮
池
が
描

か
れ
て
い
る
。
後
者
は
土
砂
に
埋
没
し
て
い
る
が
、
こ
の
付
近
が
現
在
で
も
金
龍
寺
川

の
水
源
に
な
っ
て
い
る
。 

中
心
部
の
周
辺
に
は
『
図
会
』
が
描
か
な
い
階
段
状
の
地
形
も
認
め
ら
れ
、
寺
院
に

関
す
る
平
坦
地
の
可
能
性
が
あ
る
。
特
に
堂
舎
が
所
在
し
た
平
坦
面
の
北
西
に
谷
を
挟

ん
だ
尾
根
上
に
は
石
垣
と
平
坦
地
が
確
認
で
き
る(

図
化
は
未)

。
古
い
地
図
に
は
墓
地

の
表
記
も
な
さ
れ
て
お
り
、
現
状
で
も
元
禄
、
享
保
、
元
文
な
ど
江
戸
時
代
の
年
紀
を

持
つ
僧
侶
の
墓
石
が
並
ん
で
い
る
。 

ま
た
、
地
元
に
伝
来
し
て
い
る
文
化
十
二
年(

一
八
二
九)

の
「
金
龍
寺
境
内
略
小
図
」

(

７)

は
中
心
部
の
堂
舎
を
立
体
的
に
描
き
、
そ
れ
を
囲
む
形
で
惣
門
か
ら
黒
線
が
引
か

れ
て
い
る(

図
４)

。
他
に
も
広
く
山
裾
に
及
ぶ
範
囲
を
囲
む
黒
線
が
「
寺
領
」
の
「
堺
」

を
示
す
と
と
も
に
、
明
示
す
る
道
や
谷
、
標
識
等
が
書
き
込
ま
れ
、「
安
満
之
村
山
」「
成

合
村
山
」
等
と
は
区
別
さ
れ
た
。
近
世
に
お
け
る
金
龍
寺
は
、
安
満
山
一
帯
の
広
範
囲

を
寺
域
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

平
地
に
関
し
て
は
、
安
満
集
落
の
小
字
「
仙
観
」
は
「
千
観
森
」
と
呼
ば
れ
、
千
観 

 

                               

図４ 金龍寺境内略小図 (個人蔵) 

上：写真３ 弁天池周辺 下：写真４ 墓地 
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の
旧
棲
地
と
伝
承
さ
れ
る
。
か
つ
て
は
千
観
神
社
が
所
在
し
て
い
た
が
、
現
在
は
磐
手

杜
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。
河
音
能
平
氏
は
、
こ
こ
に
金
龍
寺
の
里
坊
を
比
定
し
、
近
く

の
山
陽
道(

西
国
街
道)

を
往
来
す
る
民
衆
へ
の
千
観
の
布
教
を
想
定
し
て
い
る(

８)

。

金
龍
寺
関
連
の
施
設
は
、
安
満
山
の
麓
に
も
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
た
だ
し
、

遺
構
の
全
貌
は
中
世
、
そ
し
て
前
身
と
さ
れ
る
安
満
寺
を
含
め
て
未
だ
不
詳
で
あ
る
。 

な
お
、
『
図
会
』
で
は
「
金
龍
寺
よ
り
六
町
計
り
巽
の
方
山
峰
に
あ
り
。
石
垣
の
遺

跡
、
又
敷
石
の
崩
れ
多
し
」
と
い
う
「
僧
屋
敷
」
を
安
満
寺
の
故
地
と
し
、「
此
峯
よ

り
西
南
の
方
晴
れ
わ
た
り
て
、
浪
速
及
び
尼
崎
の
海
上
遥
に
見
え
て
、
眺
望
斜
な
ら
ず
」

と
す
る
。
こ
の
記
述
に
基
づ
け
ば
、
安
満
寺
は
安
満
山
山
塊
の
ピ
ー
ク(

小
字
「
馬
廻

り
」「
水
箇
峰
」「
東
山
」)
か
ら
市
営
墓
地(

小
字
「
辰
垣
」)

に
か
け
て
の
何
処
か
に

所
在
し
た
こ
と
に
な
る(

写
真
５)
。 

 

三 

地
域
の
特
徴
と
金
龍
寺 

(

一)

八
世
紀
後
半
～
九
世
紀
後
半
の
様
相 

大
阪
府
教
育
委
員
会
は
平
成
二
十
三
年
か
ら
金
龍
寺
旧
境
内
跡
の
発
掘
調
査
を
実
施 

し
、
金
龍
寺
惣
門
へ
と
至
る

参
道
の
谷
筋
入
り
口
付
近

で
遺
構
が
確
認
さ
れ
、
八
世

紀
後
半
～
九
世
紀
後
半
と

十
二
世
紀
後
半
～
十
三
世

紀
後
半
を
中
心
と
す
る
遺

物
が
出
土
し
た(
９)

。
調
査

地
点
の
小
字
は
「
遍
照
寺
」

「
門
前
」
で
、
従
来
は
棚
田

に
利
用
さ
れ
て
き
た
場
所

で
あ
る(

以
下
「
調
査
」)

。

こ
こ
で
は
、
こ
の
安
満
寺
の

創
建
伝
承
時
期
と
も
重
な

る
八
世
紀
後
半
～
九
世
紀

後
半
の
安
満
山
周
辺
の
地

域
の
様
相
と
特
徴
を
確
認

し
た
い
。 

遺
構
は
掘
立
柱
建
物
や
井
戸
、
柵
列
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
近
接
す
る
尾
根
上
で
も
石

組
を
伴
う
小
規
模
な
平
坦
地
が
確
認
さ
れ
た
が
、
時
期
等
の
特
定
は
で
き
て
い
な
い
。

一
方
、
遺
物
は
特
徴
的
で
あ
り
、
腰
帯
の
飾
具
の
巡
方
や
須
恵
質
の
円
面
硯
、
雨
乞
い

の
儀
礼
等
に
使
わ
れ
る
大
型
の
土
馬
、
寺
院
等
の
建
築
物
の
床
や
腰
壁
に
使
用
さ
れ
る

瓦
質
の
塼
、
土
管
等
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
一
般
集
落
か
ら
は
出
土
せ
ず
、
特
に
巡

方
は
『
令
集
解
』
等
か
ら
従
五
位
以
上
の
官
人
層
が
着
用
し
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
周
辺
の
山
麓
に
関
し
て
、
『
図
会
』
は
「
麻
茅
原
」
が
あ
る
と
し
、
金
龍
寺
ゆ

か
り
の
能
因
法
師
が
美
女
の
死
体
を
見
、
歌
を
詠
む
と
頭
を
あ
げ
て
喜
ん
だ
と
い
う
地

元
の
伝
承
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
「
御
所
屋
敷
」
と
し
て
「
磐
手
故
宮
」
「
後
鳥
羽
院
こ

こ
に
行
宮
し
給
ふ
」
と
い
う
話
も
載
せ
る
。
こ
の
場
所
は
調
査
地
東
南
に
隣
接
す
る
現

「
安
満
御
所
の
町
」
付
近
と
思
わ
れ
、
『
図
会
』
の
安
満
寺
比
定
地
に
も
近
い
。
こ
れ

ら
は
伝
承
に
す
ぎ
な
い
が
、
近
世
の
地
域
の
人
々
が
安
満
山
山
麓
に
対
し
て
「
御
所
」

と
呼
ぶ
べ
き
特
別
な
場
、
そ
し
て
「
荒
廃
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
お
り
、
調
査
の
成
果
と
も
整
合
的
に
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。 

当
該
期
の
周
辺
地
域
に
関
し
て
は
、
調
査
地
か
ら
北
西
約
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

成
合
の
春
日
神
社
周
辺
に
悉
檀
寺
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
平
安
時
代
後
期
の

瓦
が
採
集
さ
れ(

10)

、
貞
観
十
六
年(

八
七
四)

の
『
日
本
三
代
実
録
』
に
は
「
摂
津
国

島
上
郡
悉
檀
寺
、
預
之
官
寺
、
先
是
伝
灯
大
法
師
位
園
純
奏
言
、
先
師
伝
灯
大
法
師
位

安
秘
、
奉
為
国
家
、
建
此
道
場
、
貞
観
五
年
太
政
官
処
分
、
為
天
台
別
院
、
望
請
、
改

為
官
寺
、
詔
許
之
」(

11)

と
あ
る
。
悉
檀
寺
は
官
寺
に
倣
う
存
在
で
あ
り
、
貞
観
五
年

に
は
天
台
別
院
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
な
り
の
規
模
の
寺
院
の
存
在
が
う
か
が
わ
れ
る
。 

ま
た
、
大
規
模
な
開
発
が
進
ん
だ
時
期
で
も
あ
り
、
天
長
九
年(

八
三
二)

に
摂
津
国

島
上
郡
で
は
、
安
満
を
中
心
に
二
二
三
町
も
の
勅
旨
田
が
開
か
れ
た(

12)

。
勅
旨
田
は

空
閑
地
や
荒
廃
田
に
設
定
さ
れ
、
開
発
に
は
公
水
や
諸
国
の
正
税
等
を
充
て
た
国
家
の

水
田
開
発
推
進
政
策
の
一
環
と
さ
れ
る(

13)

。
安
満
は
安
満
山
西
麓
の
成
合
の
小
盆
地

を
南
流
す
る
檜
尾
川
の
氾
濫
原
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
流
路
は
小
盆
地
の
開
口
部
で
地
形

の
傾
斜
と
は
異
な
っ
て
山
麓
に
沿
う
よ
う
に
人
工
の
堤
防
で
東
へ
と
屈
曲
し
、
勅
旨
田

と
の
関
係
も
指
摘
さ
れ
て
い
る(

14)

。 

ま
と
め
る
と
、
八
世
紀
後
半
～
九
世
紀
後
半
の
安
満
山
周
辺
で
は
、
後
に
金
龍
寺
が

営
ま
れ
る
谷
筋
開
口
部
に
「
御
所
」
と
伝
承
さ
れ
た
格
式
の
高
い
施
設
、
そ
の
近
く
に

官
寺
相
当
の
悉
檀
寺
が
営
ま
れ
、
か
つ
大
規
模
な
勅
旨
田
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

総
じ
て
国
家
や
都
の
公
卿
・
官
人
層
の
強
い
関
与
が
想
定
で
き
る
地
域
で
あ
り
、
伝
承

写真５ 安満山(市営墓地)から大阪方面の眺望 
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さ
れ
る
金
龍
寺
前
身
の
安
満
寺
も
そ
の
一
つ
と
理
解
し
た
い
。 

(

二)

十
世
紀
後
半
の
金
龍
寺
と
地
域
社
会 

続
い
て
、
十
世
紀
後
半
の
千
観
に
よ
る
金
龍
寺
の
成
立
に
つ
い
て
、
地
域
社
会
を
念

頭
に
背
景
を
取
り
上
げ
る
。
滝
沢
幸
恵
氏
に
よ
れ
ば
、
千
観
は
淀
川
・
桂
川
近
辺
の
寺

社
に
祈
雨
祈
祷
や
治
水
に
関
わ
る
伝
承
を
残
す(

15)

。
淀
川
中
洲
に
所
在
し
た
与
杼
神

社(

京
都
市
伏
見
区)

、
鴨
川
に
面
し
た
愛
宕
念
仏
寺(

現
在
は
京
都
市
右
京
区)

、
勝
龍

寺(

京
都
府
長
岡
京
市)

、
長
法
寺(

同
前)

で
あ
り
、
千
観
は
箕
面
山
で
も
祈
雨
祈
祷
を

行
っ
た
。
滝
沢
氏
は
布
教
の
特
徴
も
ふ
ま
え
、
千
観
は
民
衆
の
生
活
に
直
結
す
る
治
水

事
業
を
行
っ
て
い
た
と
推
測
し
て
い
る
。
金
龍
寺
も
池
か
ら
龍
が
現
れ
た
奇
瑞
が
名
の

由
来
と
さ
れ
、
千
観
に
水
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。 

注
目
し
た
い
の
は
、
金
龍
寺
境
内
の
池
付
近
が
先
述
の
檜
尾
川
に
合
流
す
る
金
龍
寺

川
の
水
源
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
上
流
で
は
同
じ
く
安
満
山
を
源
と
す
る
東

檜
尾
川
が
本
流
に
合
流
し
、
水
源
に
屹
立
す
る
岩
山
に
は
成
合
の
春
日
神
社
の
神
体

「
岩
神
神
社
」
が
祀
ら
れ
、
現
在
も
神
社
の
宮
座
「
十
老
」
が
十
二
月
に
詣
で
て
一
年

の
報
告
を
行
う
場
と
な
っ
て
い
る(

図
５
・
写
真
６)

。
同
社
に
は
大
正
九
年(

一
九
二

〇)
 

ま
で
行
わ
れ
た
蛇
を
象
っ
た
雨
乞
い
道
具(

市
指
定
文
化
財)

も
伝
わ
り
、
当
時
は 

                

タ
ラ
イ
に
入
れ
、
神
前
に
持
ち
帰
っ
た
金
龍
寺
の
弁
天
池
の
水
に
浮
か
べ
て
使
用
し
た

と
さ
れ
る(

16)

。 

室
町
時
代
に
至
る
ま
で
、
成
合
集
落
は
檜
尾
川
下
流
の
安
満
集
落
、
古
曽
部
集
落
と

合
同
で
「
馬
祭
」
と
い
う
祭
礼
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
祭
礼
は
安
満
山
を
神
体

と
し
、
本
来
は
「
安
満
神
社
」
「
春
日
神
社
」
で
あ
っ
た
磐
手
杜
神
社
が
中
心
で
あ
っ

た(

市
指
定
民
俗
文
化
財)

。
こ
の
特
徴
的
な
祭
礼
は
、
か
つ
て
は
成
合
の
春
日
神
社
で

も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
安
満
山
周
辺
地
域
の
強
い
結
び
つ
き
が
う
か
が
え
る(

17)

。
こ

の
地
域
社
会
に
と
っ
て
、
岩
神
や
金
龍
寺
は
ま
さ
に
水
源
で
あ
り
、
霊
山
で
あ
っ
た
。 

先
述
し
た
八
世
紀
後
半
～
九
世
紀
後
半
の
悉
檀
寺
は
成
合
春
日
神
社
、
安
満
寺
は
安

満
山
に
そ
れ
ぞ
れ
所
在
地
が
比
定
さ
れ
、
勅
旨
田
の
開
発
に
は
檜
尾
川
の
付
け
替
え
が

想
定
さ
れ
た
。
背
景
と
な
っ
た
国
家
や
都
の
公
卿
・
官
人
層
の
動
き
は
、
地
域
の
水
源

を
掌
握
す
る
も
の
と
読
み
替
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
し
て
調
査
で
遺
物
が
途
切
れ 

る
十
世
紀
、
金
龍
寺
を
建
立
し
た
の
が
治
水
で
知
ら
れ
た
千
観
で
あ
っ
た
。 

 

金
龍
寺
の
成
立
に
、
千
観
の
個
性
が
大
き
く
関
与
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
慶

滋
保
胤
『
日
本
往
生
極
楽
記
』(

九
八
五-

八
七
年
成
立)

に
よ
れ
ば
、
千
観
に
は
藤
原

敦
忠
娘
が
帰
依
し
て
い
た
。
藤
原
敦
忠
は
、
藤
原
摂
関
家
の
左
大
臣
藤
原
時
平
を
父
に

持
つ
歌
人
で
、
権
中
納
言
ま
で
昇
進
し
た
。
ま
た
康
保
四
年(

九
六
七)

、
右
大
臣
藤
原

師
輔
の
室
で
冷
泉
・
円
融
天
皇
外
祖
母
の
故
藤
原
盛
子
に
正
一
位
が
追
贈
さ
れ
た
際
、

宣
命
使
民
部
大
輔
源
行
正
は
局
史
生
一
人
を
率
い
て
金
龍
寺
に
向
か
っ
て
い
る(

18)

。

藤
原
師
輔
は
藤
原
敦
忠
の
従
兄
弟
で
摂
関
家
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。 

金
龍
寺
が
地
方
官
寺
の
扱
い
を
受
け
る
の
は
十
二
世
紀
初
頭
で
、
藤
原
摂
関
家
領
で

あ
る
安
満
庄
の
成
立
時
期
と
重
複
す
る
。
庄
域
に
は
成
合
・
安
満
・
下
・
古
曽
部
・
別

所
・
野
田
・
東
天
川
・
西
天
川
と
い
う
安
満
山
周
辺
と
檜
尾
川
流
域
の
地
域
が
推
定
さ

れ
て
お
り(

図
６)

、
続
く
十
二
世
紀
後
半
～
十
三
世
紀
後
半
、
調
査
で
は
再
び
遺
物
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
。
こ
れ
は
九
世
紀
前
半
の
勅
旨
田
の
成
立
と
国
家
や
官
人
層
、

安
満
寺
や
悉
檀
寺
と
の
関
係
に
類
似
す
る
だ
ろ
う
。
確
証
は
な
い
も
の
の
、
金
龍
寺
の

成
立
と
藤
原
摂
関
家
に
よ
る
荘
園
領
有
化
の
動
き
は
リ
ン
ク
す
る
よ
う
に
思
う
。 

後
の
十
四
～
十
五
世
紀
成
立
と
さ
れ
る
春
日
社
領
の
安
満
庄
目
録
に
は
「
桧
尾
金
龍

寺
八
反
半 
同
本
役
沙
汰
ス
ル
ト
ナ
リ
」
と
あ
る
。
安
満
庄
は
、
突
出
し
た
武
家
が
存

在
せ
ず
、
農
民
的
性
格
が
強
い
地
域
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
金
龍
寺
に
対
し
て

は
免
田
の
扱
い
が
な
さ
れ
て
お
り
、
安
満
庄
に
お
け
る
地
域
の
人
々
と
金
龍
寺
と
の
深

い
関
わ
り
が
想
定
さ
れ
る(

19)

。
な
お
、
か
つ
て
官
寺
に
倣
っ
た
悉
檀
寺
も
成
合
春
日 

上：写真６ 岩神まいり 下：図５ 岩神周辺概念図 

0 100ｍ 
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神
社
の
神
宮
寺
と
し
て
の
性
格
を
強
め
、
室
町
時
代
の
大
般
若
経
が
神
社
に
伝
え
ら
れ

る
な
ど
、
次
第
に
地
域
の
祭
祀
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る(

20) 

。 

以
上
、
冗
長
と
な
っ
た
が
、
金
龍
寺
の
成
立
に
つ
い
て
、
前
後
す
る
安
満
山
周
辺
の

地
域
社
会
の
動
向
を
意
識
し
て
取
り
上
げ
て
き
た
。
金
龍
寺
成
立
以
前
の
安
満
山
周
辺

は
国
家
や
官
人
層
の
関
与
が
強
い
地
域
で
、
大
規
模
な
開
発
が
進
む
と
と
も
に
、
水
源

と
関
連
す
る
安
満
寺
や
悉
檀
寺
の
よ
う
な
寺
院
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
代
わ
っ
た
の

が
金
龍
寺
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
藤
原
摂
関
家
と
の
関
係
も
想
定
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

そ
の
成
立
に
は
地
域
社
会
に
お
け
る
水
源
へ
の
信
仰
が
不
可
分
で
あ
り
、
や
が
て
地
域

の
人
々
の
営
み
に
定
着
し
た
山
岳
寺
院
と
し
て
金
龍
寺
は
存
続
し
て
い
く
こ
に
な
っ

た
よ
う
に
思
う
。 

 

四 

お
わ
り
に 
 

 

安
満
山
周
辺
地
域
は
、
民
俗
を
含
め
て
非
常
に
興
味
深
い
歴
史
的
事
象
が
多
く
、
近

年
で
は
発
掘
調
査
の
成
果
も
上
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
古
代
に
ま
で
遡
る
よ
う
な
中

身
を
持
つ
興
味
深
い
事
例
で
あ
る
が
、
個
別
の
成
果
で
は
視
野
に
限
界
も
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
は
山
や
河
川
な
ど
の
地
域
社
会
の
大
き
な
構
成
要
素
と
関
わ
る
も
の
が
大

半
で
あ
り
、
ト
ー
タ
ル
で
理
解
す
べ
き
点
も
多
い
よ
う
に
思
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を

包
括
す
る
一
視
点
に
成
り
得
る
の
が
金
龍
寺
と
い
う
山
岳
寺
院
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
対
象
が
多
岐
に
及
び
、
雑
な
実
証
し
か
行
え
な
か
っ
た
が
、
一
つ
の
試
み
と
し

て
、
ご
寛
容
を
願
え
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。 

 

【
注
】 

(

１)

天
坊
幸
彦
『
千
観
と
金
龍
寺
』(

高
槻
の
文
化
財
を
守
る
会
、
一
九
六
三
年)

、
河
音
能
平
「
摂
関
期
の

農
村
と
国
風
文
化
」(

『
高
槻
市
史
』
第
一
巻
本
編
Ⅰ
、
一
九
七
七
年)

、
滝
沢
幸
恵
「
聖
を
め
ぐ
る
信
仰

と
物
語-

命
蓮
・
性
空
・
増
賀
・
千
観
・
法
道-

」(

吹
田
市
立
博
物
館 

平
成
一
五
年
度
特
別
展
図
録
『
山

寺
の
聖
た
ち-

そ
の
信
仰
と
物
語-

』
、
二
〇
〇
三
年)

。 

(

２)

早
稲
田
大
学
図
書
館
教
林
文
庫
蔵
。
同
図
書
館
Ｈ
Ｐ
「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。 

(

３)

『
日
本
紀
略
』
康
保
四
年
十
月
二
十
四
日
条(

以
下
の
史
料
は
全
て
『
高
槻
市
史
』
第
三
巻
史
料
編
Ⅰ
所
収)

。 

(

４)

注
１
。 

(

５)

河
音
能
平
「
中
世
荘
園
公
領
制
の
成
立
」(

『
高
槻
市
史
』
第
一
巻
本
編
Ⅰ
、
一
九
七
七
年)

。 

(

６)

『
証
如
上
人
日
記
』
天
文
二
十
年
三
月
五
日
条
。 

(

７)

高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館 

第
15
回
企
画
展
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
『
成
合 

春
日
神
社
と
金
龍
寺
』(

二
〇

一
〇
年)

所
収
。 

(

８)

注
１
。 

(

９)

調
査
の
概
要
に
つ
い
て
は
金
光
正
裕
「
金
龍
寺
旧
境
内
跡
」(

大
阪
府
立
近
つ
飛
鳥
博
物
館
平
成
24
年

度
冬
季
特
別
展
『
歴
史
発
掘
お
お
さ
か
２
０
１
２-

大
阪
府
発
掘
調
査
最
新
情
報-

』)

を
参
照
。 

(

10)

原
口
正
三
「
悉
檀
寺
跡
」(

『
高
槻
市
史
』
第
六
巻
考
古
編
、
一
九
七
三
年)

。 

(

11)

『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
六
年
十
二
月
二
十
五
日
条
。 

(

12)

『
類
聚
国
史
』
巻
百
五
十
九
・
旧
地
部
上
「
勅
旨
田
」
天
長
九
年
三
月
。 

(

13)

河
内
祥
輔
「
勅
旨
田
」(

『
国
史
大
辞
典
』
第
九
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年)

。 

(

14)

狩
野
久
「
律
令
制
動
揺
期
の
三
島
」(

『
高
槻
市
史
』
第
一
巻
本
編
Ⅰ
、
一
九
七
七
年)

。 

(

15)

注
１
。 

(

16)

高
谷
重
夫
『
高
槻
叢
書
第
十
六
集 

高
槻
の
民
俗 

祭
祀
習
俗
を
中
心
と
し
て
』(

高
槻
市
教
育
委
員
会
、

一
九
六
一
年)

、
高
槻
市
教
育
委
員
会
『
昭
和
47
・
48
年
度 

高
槻
市
文
化
財
年
報
』(

一
九
七
四
年)

、
西

本
幸
嗣
「
成
合 

春
日
神
社
の
民
俗
行
事
に
つ
い
て
」(

高
槻
市
教
育
委
員
会
『
高
槻
市
文
化
財
年
報 

平
成

21
・
22
年
度
』
、
二
〇
一
二
年)

。 

(

17)
注
16
高
谷
文
献
、
原
泰
根
『
高
槻
市
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書-

磐
手
杜
神
社 

馬
祭
・
八
阪
神
社 

春

祭
』(

高
槻
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年)

。 

(

18)

『
日
本
紀
略
』
康
保
四
年
十
月
廿
四
日
条
。 

(

19)

注
５
。
「
摂
津
国
安
満
庄
目
録
案
」(

保
井
文
庫
文
書
。
天
理
大
学
図
書
館
蔵)

。 

(

20)

三
浦
圭
一
「
室
町
時
代
の
高
槻
」(

『
高
槻
市
史
』
第
一
巻
本
編
Ⅰ
、
一
九
七
七
年)

、
註
７
参
照
。 

図６ 安満庄略図 (注５より) 
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写真１ 現状 

写真２ 昭和三十年代の状態 

写真３ 描かれた「鶏塚」 

都
加
母
止
塚
に
つ
い
て 

千
田 

康
治 

 
平
成
二
十
四
年
度
、
高
槻
市
教
育
委
員
会
で
は
「
高
槻
ま
ち
か
ど
遺
産
」
事
業
に
着

手
、
第
一
期
と
し
て
高
槻
・
芥
川
周
辺
地
区
の
26
ヶ
所
を
選
定
し
て
説
明
板
を
設
置
し

た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
、
旧
高
槻
城
下
の
八
幡
町
に
所
在
す
る
「
都
加
母
止
塚(

つ
か

も
と
づ
か)

」
に
つ
い
て
、
同
塚
が
記
さ
れ
た
史
資
料
を
整
理
し
た
。 

同
塚
は
高
槻
市
八
幡
町
６
番
に
所
在
す
る
。
こ
こ
は
か
つ
て
西
天
川
村
に
属
し
、
字

名
は
「
塚
本
」
で
あ
る
。
現
状
は
、
道
路
に
面
し
た
民
家
の
塀
際
に
位
置
し
、
周
囲
と

の
段
差
は
な
い
。「
都
加
母
止
塚
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
基
礎
に

据
え
ら
れ
て
い
る
。
石
碑
は
高
さ
64

cm
、
幅
42

cm
で
、
塚
名
以
外
の
銘
文
は
な
い(

写

真
１)

。
傍
ら
に
は
高
さ
10
ｍ
ほ
ど
の
古
木
が
た
つ
。
昭
和
三
十
年
代
の
写
真(

写
真
２)

か
ら
は
、
周
囲
か
ら
少
し
盛
り
上
が
っ
た
塚
の
上
で
、
木
の
傍
ら
に
石
碑
が
横
た
わ
っ

て
い
た
当
時
の
状
態
が
わ
か
る
。 

は
じ
め
に
、
同
塚
が
登
場
す
る
地
誌
類
を
整
理
す
る
。 

『
日
本
輿
地
通
志
畿
内
部
』[

享
保
年
間(

一
七
一
六
～
三
五)

の
編
集
・
刊
行] 

「
陵
墓
」
の
項
。「
都(

ツ)

加
母
止(

ト)

冡
足
跡
冡
倶
ニ
西
天
川
村
ニ
在
」(

１) 

『
摂
津
名
所
図
会
』[

寛
政
八
～
十
年(

一
七
九
六
～
九
八)

刊
行] 

「
都
加
母
止
塚(

つ
か
も
と
づ
か)

 

足
跡
塚(

あ
し
あ
と
づ
か) 
と
も
に
西
天
川
村
に

あ
り
。」(

２) 

『
大
阪
府
全
志
』[

大
正
十
一
年(

一
九
二
二)

刊
行]

 

「
荒
塚
あ
り
、
一
を
都
加
母
止
塚
と
い
ひ
、
一
を
足
跡
塚
と
い
ふ
。
都
加
母
止
塚
は 

 

 

       

西
北
字
塚
本
に
あ
り
、
高
さ
貮
尺
・
周
圍
八
間
に
し
て
、
老
櫟
樹
の
下
に
一
碑
を
存
し
、 

塚
名
を
刻
せ
り
。
舊
記
傅
説
の
徴
す
べ
き
も
の
な
し
。
」 

次
に
、
高
槻
城
の
絵
図
に
描
か
れ
た
同
塚
を
確
認
す
る
。
十
七
世
紀
後
半
と
推
定
さ

れ
る
「
高
槻
城
絵
図
」
、
十
八
世
紀
前
半
と
推
定
さ
れ
る
「
町
間
入
高
槻
絵
図(

共
に
仏

日
寺
蔵)

に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
同
塚
が
城
下
の
外
に
あ
る
た
め
、
描
か
れ
な
か
っ

た
と
お
も
わ
れ
る(

３)

。
天
保
十
一
年(

一
八
四
〇)

の
年
紀
が
あ
る
「
分
間
七
百
五
拾

歩
壹
高
槻
図
」(

個
人
蔵)

に
は
、
該
当
箇
所
に
小
さ
な
盛
土
の
上
に
二
本
の
木
が
そ
び

え
る
塚
が
描
か
れ
、
「
鶏
塚
」
と
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
西
隣
に
は
足
軽
屋
敷
、
北
隣

に
は
「
足
軽
鉄
炮
矢
塲
」
が
描
か
れ
て
い
る(

写
真
３)

。
同
絵
図
は
、
前
二
者
に
は
な

か
っ
た
塚
や
小
さ
な
社
が
城
下
・
城
下
外
を
問
わ
ず
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
作
成

に
際
し
て
古
跡
に
留
意
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
塚
名
が
異
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
『
高
槻
通
史
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
高
槻
藩
祐
筆
・
佐
藤
一
徳
斎
安

之
が
文
政
年
間 

(

一
八
一
八
～
三
〇) 

に
作
っ
た
高
槻
の
名
所
を
う
た
い
こ
ん
だ
一

文
に
「
是
三
寺
小
路
を
う
ら
へ
打
ち
て
見
れ
は
東
組
銕
炮
場
の
音
も
馴
ぬ
れ
は
驚
か
す
。

鶏
塚
も
苔
む
し
て
実
に
御
代
な
れ
や
万
歳
を
う
た
ひ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
槻
藩
士

の
間
で
は
同
塚
が
鶏
塚
と
よ
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る(

４)

。 

 

以
上
か
ら
、「
都
加
母
止
塚
」
が
遅
く
と
も
『
日
本
輿
地
通
志
畿
内
部
』
が
編
纂
さ

れ
た
十
八
世
紀
前
半
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
石
碑
に
刻
ま

れ
、
地
誌
類
に
も
採
用
さ
れ
た
塚
名
と
は
別
の
名
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か

し
、
い
ず
れ
の
史
資
料
も
塚
の
由
緒
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
は
な
く
、
地
誌
と
城
絵
図

で
の
塚
名
の
違
う
理
由
も
不
明
で
あ
る
。
今
後
は
、
さ
ら
な
る
史
資
料
の
発
見
に
努
め
、

地
域
に
伝
わ
る
歴
史
遺
産
の
調
査
研
究
を
す
す
め
た
い
。 

【
注
】 

(

１)
 

原
文
は
漢
文
。()

内
は
ふ
り
が
な
。
「
足
跡
冡
」
は
「
大
道
法
師
の
碑
」(

高
槻
市
藤
の
里)

を
指
す
。 

(

２)
 
()

内
は
ふ
り
が
な
。 

(
３)

 

同
塚
は
、
西
天
川
村
の
西
端
に
位
置
す
る
。
同
塚
か
ら
す
ぐ
南
の
同
村
と
高
槻
村
の
境
界
付
近
に
、
城

下
へ
の
主
要
な
出
入
り
口
の
一
つ
、
大
塚
口
の
門
が
あ
っ
た
。 

(

４)
 

天
坊
幸
彦
『
高
槻
通
史
』(

高
槻
市
役
所 

一
九
五
三
年)

。 
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